
INFORMATION KUNISAKI

　
国
東
半
島
宇
佐
地
域
世
界
農
業

遺
産
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
、
協
働
し
、
仲
間

に
な
る
た
め
の
研
修
会
を
行
い
ま

す
。
世
界
農
業
遺
産
に
つ
い
て
、

行
政
・
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
な

ど
が
一
緒
に
６
次
産
業
と
し
て
考

え
、
協
働
し
、
新
し
く
何
が
出
来

る
の
か
？
　
仲
間
作
り
か
ら
一
緒

に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
12
月
19
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
ア
ス
ト
く
に
さ
き
１
階
　

中
会
議
室

参
加
料
　
無
料（
事
前
申
込
必
要
）

問
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｂ
Ｃ
野
外
教

育
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
８

64

９
１
２
７

日
時

　
１
月
17
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
〜
12
時

講
習
会
場

　

国
東
市
消
防
本
部

　
２
階
会
議
室

講
習
内
容
　
普
通
救
命
講
習
（
心

肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
）

募
集
人
員

　
５
〜
10
名
程
度
（
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
参
加
可
）

応
募
締
切
　
１
月
12
日
㈫

問
　
国
東
市
消
防
本
部
・
署
　
警

防
課

☎
０
９
７
８

72

１
１
７
７

救
急
係

☎
０
９
７
８

72

１
１
０
１

　
生
活
・
健
康
や
生
産
・
経
済
活

動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
可
能
な

限
り
、
節
電
に
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
し

て
続
け
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

期
間
　
12
月
１
日
㈫
〜
３
月
31
日

㈭
の
平
日

※ 

た
だ
し
、
12
月
29
日
㈫
〜
31
日

㈭
を
除
く

時
間
帯
　
午
前
８
時
〜
午
後
９
時

問
　
環
境
衛
生
課

☎
０
９
７
８

72

９
０
０
１

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
、
し
尿
や
生
活
排
水
を

き
れ
い
な
水
に
浄
化
す
る
設
備
で

す
。
微
生
物
が
活
動
し
や
す
い
環

境
を
保
つ
よ
う
浄
化
槽
法
に
よ
り

維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

維
持
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

① 

浄
化
槽
使
用
開
始
後
３
〜
８
か

月
の
間
に
県
知
事
の
指
定
す
る

指
定
検
査
機
関
（
※
１
）
が
行

う
水
質
に
関
す
る
検
査
を
受
け

る
こ
と
（
法
第
７
条
）

② 

正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、
専
門
業
者
（
※
２
）
に
委

託
し
て
保
守
点
検
及
び
清
掃
業

務
を
行
う
こ
と
（
法
第
10
条
）

③ 

毎
年
１
回
、
県
知
事
の
指
定
す

る
指
定
検
査
機
関
（
※
１
）
が

行
う
水
質
に
関
す
る
検
査
を
受

け
る
こ
と
（
法
第
11
条
）

※
１ 

　
公
益
財
団
法
人
大
分
県
環

境
管
理
協
会
の
み

☎
０
９
７

５
６
７

１
８
５
５

※
２ 

　
点
検
業
務
は
県
登
録
し
た

保
守
点
検
業
者
、
清
掃
業
務
は

市
の
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者

問
　
東
部
保
健
所
国
東
保
健
部

☎
０
９
７
８

72

１
１
２
７

　
も
っ
と
知
り
た
い
、
が
ん
に
な

り
に
く
い
生
活
や
、
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
！

　

日
程
と
内
容

　

①
１
月
17
日
㈰

　 

が
ん
と
い
う
病
気
や
治
療
法
に

つ
い
て
よ
く
知
ろ
う

②
２
月
７
日
㈰

　 

が
ん
に
な
っ
た
時
の
生
活
を
よ

く
知
っ
て
備
え
を
し
て
お
こ
う

③
２
月
21
日
㈰

　 

が
ん
と
い
う
病
気
と
向
き
合
っ

て
人
生
を
ど
う
生
き
き
る
か
を

考
え
よ
う

④
３
月
６
日
㈰

　 

家
族
や
友
人
、
仲
間
と
支
え
あ

う
生
き
方
を
考
え
よ
う

時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　（
受
付
12
時
30
分
）

場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

　
　
　
３
０
２
・
３
０
３
会
議
室

定
員
　
１
２
０
名
（
先
着
順
、
申

込
不
要
）

受
講
料
　
無
料

問
　
大
分
大
学
医
学
部
看
護
学
科

☎
０
９
７

５
８
６

５
０
５
４

日
時
　
１
月
７
日
㈭

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室

対
象
者
　
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
、

一
般
の
方

参
加
料
　
無
料
（
申
込
不
要
）

問
　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
７

67

１
１
１
１

　
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方

が
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
実

現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る

制
度
で
す
。

●
 

受
講
料
無
料
（
※
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）

●
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
に
就

職
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
 

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
、

訓
練
期
間
中
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
０
９
７
７

23

８
６
０
９

催
し

世
界
農
業
遺
産
の

６
次
産
業
化
研
修
会

お
知
ら
せ

普
通
救
命
定
期
講
習
会

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理

を
お
願
い
し
ま
す

「
が
ん
を
よ
く
知
っ
て
が
ん
と

共
に
生
き
る
」教
育
セ
ミ
ナ
ー

け
ん
こ
う
体
操

　
笑
い
ヨ
ガ

求
職
者
支
援
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

■国 東 市 役 所　☎（0978）72-1111㈹
■国見総合支所　☎（0978）82-1111㈹
■武蔵総合支所　☎（0978）68-1111㈹
■安岐総合支所　☎（0978）67-1111㈹
■国東市消防本部　☎（0978）72-1101
■国東市民病院　☎（0978）67-1211㈹コーナー

くらしの

31 2015.12

市
長
日
記

市
長
室
か
ら

こ
ん
に
ち
は
№
55

富
来
路
の
案か

山か

子し

国
東
市
長

　
三

　河

　明

　史

地域包括支援センターにご相談ください
　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で、安心して生活でき
るように、介護・保健・医療・福祉など様々な相談に応じています。

こんな悩みありませんか？
● 認知症の親の介護が大変…
● 一人暮らしで、買い物や掃除が大変になってきた
● 介護保険のサービスを利用したいがどうしたらよいか分からない　等

　上記のような生活の中でのお困りごと、心配なこと等ありましたら、近く
の地域包括支援センターにご相談ください。

【問合先】地域包括支援センター（武蔵保健福祉センター内） ☎0978-68-0247
　　　　　地域包括支援センター　国見（国見総合庁舎内） ☎0978-82-0800

　
国
東
市
役
所
の
前
か
ら
国
道
２
１
３
号
を
北
上
す

る
と
10
分
ほ
ど
で
富
来
地
区
と
な
り
ま
す
。
大
分
銀

行
富
来
代
理
店
の
信
号
を
左
折
す
る
と
県
道
赤
根
富

来
浦
線
に
入
り
ま
す
。
こ
の
県
道
を
通
称
「
開
運
ロ
ー

ド
と
み
く
じ
（
富
来
路
）」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
「
開
運
ロ
ー
ド
と
み
く
じ
」
を
夜
、
車
で
走
っ

て
い
る
と
ギ
ョ
っ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

で
す
。
案
山
子
で
す
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ

た
案
山
子
を
人
間
と
見
間
違
っ
て
ギ
ョ
っ
と
す
る
の

で
す
。

　
今
日
（
10
月
29
日
）、「
第
２
回
案
山
子
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
審
査
会
が
あ
り
、
審
査
員
と
し
て
出
席
し
ま

し
た
。

　
こ
の
時
期
、「
と
み
く
じ
マ
ラ
ソ
ン
」
を
目
前
に
控

え
て
、
国
東
町
富
来
・
大
恩
寺
・
藁
蓑
区
の
「
文
渓

里
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
選
手
を

応
援
し
よ
う
と
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
今
年
は
、
審
査
対
象
に
な
る
も
の
が
２
５
７
体
、

昨
年
も
使
用
し
て
今
年
も
展
示
し
て
い
る
も
の
が
１

７
６
体
。
そ
れ
に
審
査
会
以
降
も
個
人
的
に
展
示
し

た
り
す
る
も
の
を
含
め
る
と
合
計
４
５
０
体
ほ
ど
も

な
る
そ
う
で
す
。

　
他
の
審
査
員
の
人
達
と
対
象
と
な
る
13
の
出
場

チ
ー
ム
の
作
品
を
審
査
し
ま
し
た
。
私
は
既
に
早
朝

散
歩
の
際
に
大
体
見
て
い
ま
し
た
の
で
ほ
ぼ
把
握
し

て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
作
品
は
と
て
も
レ
ベ
ル
が
高
い
で
す
。

　
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、「
吉

弘
楽
」
で
す
。
製
作
し
た
チ
ー
ム
は
、
７
月
に
武
蔵

町
の
楽
庭
八
幡
神
社
で
行
わ
れ
た
「
吉
弘
楽
」
を
視

察
に
来
て
お
り
、
実
に
よ
く
観
察
し
て
い
ま
す
。
太

鼓
や
鉦
（
か
ね
）
も
良
く
で
き
て
い
て
、
脚
絆
（
き
ゃ

は
ん
）
な
ど
も
丁
寧
に
縫
っ
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

も
良
く
大
変
素
晴
ら
し
い
出
来
で
す
。

　
次
に
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
「
乱
舞
」
と
い
う
作

品
は
、
天
岩
戸
の
前
で
大
き
な
赤
鬼
が
神
楽
を
舞
っ

て
お
り
、
横
に
は
ホ
ー
ス
で
作
っ
た
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ

チ
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
夜

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
夜
中
に
突
然
、
ラ
イ

ト
に
照
ら
さ
れ
た
大
き
な
赤
鬼
に
出
会
え
ば
み
ん
な

肝
を
つ
ぶ
す
で
し
ょ
う
。
こ
の
作
品
も
良
く
で
き
て

い
ま
し
た
。

　「
手
を
つ
な
い
で
三
世
代
」
と
い
う
作
品
も
祖
父
母

か
ら
孫
ま
で
の
案
山
子
が
集
っ
て
お
り
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
作
品
で
す
。

　「
白
雪
姫
と
七
人
の
こ
び
と
た
ち
」
も
丁
寧
に
作
ら

れ
て
お
り
、
白
雪
姫
が
毒
り
ん
ご
を
魔
女
か
ら
食
べ

さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
こ
び
と
た
ち
や
木
の
切

り
株
の
妖
精
（
？
）
が
心
配
そ
う
に
見
て
い
る
場
面

で
す
が
、
作
品
自
体
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
メ
ル
ヘ

ン
チ
ッ
ク
で
す
。

　
あ
っ
た
あ
っ
た
。
ラ
グ
ビ
ー
の
五
郎
丸
選
手
が

ボ
ー
ル
を
蹴
る
前
の
例
の
し
ぐ
さ
を
し
て
い
る
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

と
い
う
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
案
山
子
た
ち
は
11
月
15
日
に
行
わ
れ
る

「
第
26
回
仏
の
里
く
に
さ
き
・
と
み
く
じ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
の
出
場
選
手
達
を
地
元
の
人
達
と
一
緒
に
、
暖

か
く
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

［お詫び］　市報11月号の市長日記に掲載しました、西本智実様の名前に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。
　　　　　（誤）智美　→　（正）智実
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